
【
問
】
チ
ビ
ッ
コ
ホ
ー
ム
の
待
機
児
童
は
、
６
月
１
日
現
在
、

５
小
学
校
で
31
人
（
１
年
生
９
人
を
含
む
）
で
あ
る
。
今
後

の
対
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

【
答
】
夏
休
み
に
臨
時
チ
ビ
ッ
コ
ホ
ー
ム
を
開
設
す
る
ほ
か

待
機
児
童
の
い
る
期
間
の
み
、
定
員
に
余
裕
の
あ
る
近
隣
の

チ
ビ
ッ
コ
ホ
ー
ム
へ
送
迎
し
た
り
、
小
学
校
の
余
裕
教
室
を

借
り
た
り
で
き
な
い
か
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
待
機
児
童
解
消
策

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

待
機
児
童
の
保
護
者
の
意
向
把
握
の
た
め
、
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
児
童
・
保

護
者
の
負
担
増
と
な
ら
な
い
よ
う
な
待
機
児
童
解
消

の
方
策
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
、
調
査
・
研
究
し
て

い
き
た
い
。
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教
育
委
員
会
は
、
よ
り
良
い
教
育
環
境
の
整
備
と
学
校
教

育
の
充
実
を
図
る
た
め
、
小
規
模
校
の
統
廃
合
と
小
中
一
貫

校
の
設
立
を
計
画
し
て
い
る
。
こ
れ
で
は
小
学
校
が
な
く
な

る
地
域
が
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
希
薄
化
が
進
み
、
地

域
に
子
育
て
世
代
が
い
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
。
現
在
、
統

廃
合
の
対
象
校
は
、
小
規
模
だ
か
ら
こ
そ
、
目
が
行
き
届
い

た
良
い
教
育
が
で
き
て
い
る
。
小
規
模
校
で
は
、
教
員
が
少

な
く
な
り
、
１
人
当
た
り
の
負
担
が
重
く
な
る
な
ど
の
課
題

が
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
計
画
に
あ
る
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
送
迎
に
高
額
な
費
用
を
使
う
の
で
は
な
く
、
教

員
の
人
数
を
増
や
す
こ
と
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

地
域
や
子
供
た
ち
に
と
っ
て
の
最
善
策
を
地
域
住
民

と
共
に
考
え
、
本
計
画
を
見
直
す
よ
う
求
め
る
。

岸
和
田
市
立
小
・
中
学
校
適
正
化
の
必
要
性
を
問
う

( 誠和クラブ )
殿本　マリ子

　

令
和
２
年
度
の
職
員
採
用
試
験
で
は
、
技
術
職
で
土
木
職

員
９
名
、
建
築
職
員
３
名
、
情
報
処
理
職
員
１
名
が
不
足
と

な
っ
た
。
不
足
を
事
務
職
員
で
補
充
し
て
お
り
、
専
門
知
識

が
必
要
な
業
務
の
遂
行
に
支
障
が
出
て
い
る
。
特
定
行
政
庁

と
し
て
国
か
ら
委
任
さ
れ
て
い
る
建
築
確
認
な
ど
の
許
認
可

や
、
道
路
、
上
下
水
道
の
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
係
る
業

務
は
、
市
民
生
活
を
守
る
た
め
の
行
政
の
重
要
な
役
割
で
あ

る
。
技
術
職
員
の
確
保
は
全
国
的
な
課
題
の
た
め
、
自
治
体

間
の
競
争
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
人
事
課
の
対
策
を
強

化
し
、
広
域
連

携
に
よ
る
行
政

経
営
の
課
題
と

す
べ
き
で
あ
る
。

技
術
職
員
の
確
保
対
策
を
早
急
に
行
う
べ
き

京西　且哲

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
、
感
染
拡
大

終
息
の
切
り
札
で
あ
り
、
本
市
で
も
円
滑
に
進
め
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
次
の
４
点
を
求
め
る
。

①
接
種
希
望
者
を
漏
ら
さ
な
い
た
め
に
、
障
害
な
ど
で
予
約

　

が
困
難
な
人
に
対
し
て
は
、
関
係
課
が
連
携
し
て
サ
ポ
ー

　

ト
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
接
種
予
約
を
手
助
け
す
る
こ
と

②
高
齢
者
施
設
の
接
種
状
況
や
接
種
時
の
課
題
・
問
題
点
を

　

積
極
的
に
把
握
し
、
的
確
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と

③
早
期
接
種
希
望
者
が
国
や
府
の
大
規
模
接
種
会
場

　

を
利
用
で
き
る
よ
う
、
64
歳
以
下
の
接
種
対
象
者

　

へ
の
接
種
券
発
送
を
早
め
る
こ
と

④
職
域
接
種
を
行
う
企
業
や
団
体
に
対
し
、
市
独
自

　

の
支
援
金
を
交
付
す
る
こ
と

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

( 公明党 )
米田　貴志

①
第
４
期
き
し
わ
だ
男
女
共
同
参
画
推
進
プ
ラ
ン
に
関
連
し

て
、
次
の
４
点
に
つ
い
て
要
望
す
る
。

⑴
審
議
会
な
ど
へ
の
女
性
参
加
の
促
進

⑵
市
役
所
で
の
女
性
職
員
の
職
域
拡
大
と
活
躍
の
場
の
増
大

⑶
地
域
防
災
活
動
に
お
け
る
女
性
の
声
の
活
用

⑷
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
女
性
の
生
理
の
貧
困
問
題
解
消
に
向

　

け
た
、
各
学
校
の
女
子
ト
イ
レ
で
の
生
理
用
品
の
設
置

②
難
聴
の
た
め
、
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
に

く
く
、
社
会
的
に
孤
立
し
、
認
知
症
や
う
つ
病
に
な

る
高
齢
者
が
増
え
て
い
る
。
補
聴
器
の
価
格
が
高
く
、

購
入
を
た
め
ら
う
人
も
い
る
た
め
、
障
害
者
手
帳
の

取
得
に
至
ら
な
い
難
聴
者
へ
の
支
援
と
し
て
補
聴
器

購
入
費
用
の
助
成
制
度
を
創
設
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
推
進
、
難
聴
者
支
援
に
つ
い
て

( 日本共産党 )
今口　千代子

①
64
歳
以
下
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
象
者
は
多
い
た
め
、
予
約

時
は
相
当
な
混
乱
が
予
測
さ
れ
る
。
予
約
が
受
付
開
始
日
に

集
中
し
な
い
よ
う
に
、
段
階
的
に
受
け
付
け
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
不
用
意
に
進
め
ず
に
、
確
実
な
接
種
方
針
を
定
め
る

こ
と
を
求
め
る
。

②
感
染
拡
大
防
止
に
は
、
無
症
状
感
染
者
な
ど
の
発
見
と
保

護
・
治
療
が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
臨
時
交
付
金
の
活
用

も
視
野
に
入
れ
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
費
用
を
助
成
す
べ
き
で
あ
る
。

③
事
業
者
の
経
営
継
続
を
図
る
た
め
、
昨
年
度
実
施

し
た
、
融
資
を
受
け
て
い
る
事
業
者
へ
の
20
万
円
の

給
付
金
支
給
を
再
考
す
べ
き
。
ま
た
、
早
急
に
事
業

者
の
実
態
を
調
査
し
、
臨
時
交
付
金
の
活
用
も
視
野

に
入
れ
、
希
望
に
沿
っ
た
支
援
を
行
う
よ
う
求
め
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

( 日本共産党 )

岸田　厚

市政に関する 一 般 質 問

チ
ビ
ッ
コ
ホ
ー
ム
の
待
機
児
童
に
つ
い
て

( きしわだ未来 )
反甫　旭

【
問
】
本
市
の
人
口
予
測
で
は
、
令
和
12
年
に
17
万
３
千
人
、

32
年
で
は
13
万
９
千
人
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
財
政
計
画
で

は
、
６
年
度
、
７
年
度
の
収
支
不
足
の
合
計
額
は
約
21
億
円

に
な
る
。
人
口
減
少
社
会
に
見
合
っ
た
、
職
員
定
数
の
管
理

や
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
事
務
の
効
率
化
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

ど
の
よ
う
な
行
財
政
改
革
を
考
え
て
い
る
の
か
。

【
答
】
職
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
年
齢
構
成
な
ど
を
総
合
的

に
勘
案
し
た
定
員
管
理
計
画
案
を
今
年
度
中
に
策
定
す
る
予

定
で
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
は
、
市
民
懇
話

会
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
貸
し
出
し
予
約
な
ど
を
オ
ン

ラ
イ
ン
で
行
っ
て
い
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

利
用
し
た
子
育
て
や
介
護
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス
な
ど
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
も
検
討
を
進
め
る
。

人
口
減
少
社
会
へ
の
対
応
に
つ
い
て

( 誠和クラブ )
鳥居　宏次

①
防
災
行
政
無
線
は
、
緊
急
時
や
災
害
情
報
な
ど
の
伝
達
手

段
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
が
、
現
状
の
無
線
で
は
何
を
言

っ
て
い
る
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
り
、
放
送
し
て
い
る
こ
と
に

気
付
か
な
か
っ
た
り
す
る
な
ど
の
問
題
が
あ
る
。
早
急
に
対

応
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

②
コ
ロ
ナ
禍
の
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
で
園
芸
を
す
る
人
が
増
え
、

園
芸
土
の
処
分
に
困
る
と
の
相
談
が
増
え
て
い
る
。
だ
が
、

家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
園
芸
土
は
、
法
律
上
、
一
般
廃
棄
物

に
該
当
せ
ず
、
市
は
収
集
・
処
分
を
行
っ
て
い
な
い
。

再
生
利
用
目
的
と
し
て
収
集

す
る
こ
と
を
求
め
る
。
ま
た
、

家
庭
で
も
再
利
用
す
る
よ
う

に
啓
発
す
べ
き
で
あ
る
。

防
災
行
政
無
線
と
家
庭
排
出
の
園
芸
土
に
つ
い
て

( 次世代政策会議 )
西田　武史

①
生
理
用
品
を
買
う
お
金
が
な
い
な
ど
の
「
生
理
の
貧
困
」

が
全
国
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
度
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
女
性
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
市
の
防
災
備
蓄
用
生
理

用
品
が
入
手
困
難
な
人
に
配
布
さ
れ
た
。
し
か
し
、
社
会
的

に
孤
立
し
て
い
る
人
も
お
り
、
必
要
な
人
全
て
に
届
い
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
協
力
も
得
て
、
相
談

者
の
下
に
出
向
く
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
支
援
で
も
、
生
理
用
品

が
必
要
な
人
に
届
く
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
各
学

校
の
保
健
室
に
十
分
な
数
を
常
備
す
べ
き
で
あ
る
。

②
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
生
活
へ
の
不
安
か
ら
、
Ｄ
Ｖ
の

相
談
が
増
え
て
い
る
。
Ｄ
Ｖ
対
策
は
社
会
の
変
化
に

対
応
す
る
必
要
が
あ
り
、
今
後
も
、
予
防
啓
発
活
動

と
相
談
窓
口
の
体
制
強
化
に
努
め
る
よ
う
求
め
る
。

女
性
活
躍
推
進
に
つ
い
て

( 公明党 )
松本　妙子

そ
の
他
の
質
問 

○
広
域
行
政
推
進
の
連
携
に
よ
る
自
治
体
経
営

( 次世代政策会議 )

そ
の
他
の
質
問 

○
デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　

 

○
岸
和
田
市
観
光
振
興
計
画

そ
の
他
の
質
問 

○
臨
海
部
に
お
け
る
良
好
な
憩
い
の
空
間
づ
く
り

　
　
　
　
　
　

 

○
感
染
症
対
策

そ
の
他
の
質
問 

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
現
況


